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2020 年の 12 月号をお届けします。今年はコロナ
に始まり，コロナで終わる年になりました。最初は
ちょっと嫌な予感がするだけでしたが，まさかここま
でになるとは夢にも思っていませんでした。中国の劉
慈欣という SF 作家による「三体」という長大な作品

（三部作ですが，日本では第二部まで翻訳が出されて
います）が世界的に話題になりました。これは，高度
な文明を持つ三体星人が 400 年後（！）に地球に攻め
てくるということを知った人類がこれに立ち向かうと
いうものです。その中の一節に，“三体星人から見れ
ば，我々地球人は虫けらも同然で，勝ち目は絶対にな
い” と嘆く友人の科学者に対し，主人公の 1 人の警察
官がイナゴの大群で壊滅状態になった畑を見せ，“イ
ナゴは俺たちにとっては虫けらだよな。でもこのざま
は何だ？　俺たちはこの虫けらに勝ったためしはある
のか？” と迫るくだりがあります。確かに，イナゴに
せよコロナにせよ，我々が制御不能なものはまだまだ
沢山あるということは肝に銘じなければなりません。

そういえばハリウッド映画で，地球に攻めてきた “た
こ足” の宇宙人が最終的には地球のウイルスにやられ
て全滅するというものがありました。ウイルスは宇宙
人でも手強いのです。予防接種が普通にできるように
なるまでは，イナゴの大群に立ち向かうがごとくに，
コロナと向き合うしかないのが辛いところです。

今月号の特集は，“日常診療における角膜内皮”，綜
説は “小児の網膜ジストロフィ” です。シリーズは，
手術のコツとトラブルシューティング：緑内障編の 5
で，今回は，suture trabeculotomy です。投稿論文
も 5 編と増えてきました。我々が立ち向かう眼疾患
も時に無力感を感じるほどその壁は厚いものです。で
も今度は我々が逆にイナゴとなって，この強大な壁に
一丸となって少しずつ風穴を開けていく努力を続けな
ければなりません。新年が良い年であることと皆様の
ご多幸を祈念しつつ 2020 年の『眼科』を締めさせて
いただきます。
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